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連携のコーディネーターが必要 
 

近ごろ、「子ども食堂」の存在が広く一般に知られる

ようになってきました。「子ども食堂」を必要とする家

庭が増えて認知度が上がったということならば、複雑な

気持ちになるのは私だけではないと思います。 

「子ども食堂」＝「貧困」と定義づけられることに抵抗

を感じています。 

  

「わにわに食堂」（実施主体：NPO法人さくらの

森・親子サポートネット）は、子どもたちが自分でおに

ぎりを作れるようにと、食事とは別におにぎりの作り方

を教えているとのこと。ご飯さえあれば、おにぎりを作

って食べることができる。生きていく力を身に付ける実

践と感じました。  

食事以外のボランティアとし 

て「ちくちくボランティア」の 

存在は魅力です。お年寄りの方 

たちが食堂で使う布巾をちくち 

く縫ってくださっているとのこ 

と。ちくちく縫う作業を子ども 

たちにも教えてあげてほしい。そこから、子どもたちと

お年寄りのつながりができ、縫うという技術の伝承にも

なるのでは？との意見に、宮元純子さんはいいアイディ

アをいただきましたと受け止めてくださった。 

その柔軟さが地域の親子が何かあったときに寄れる頼も

しい場所となっていて、笑顔でつながることの大切さが

実践されていると、うれしく感じました。 

 

「この子に来てほしいという子どもたちがいた」こと

がきっかけで、「たまにはみんなでめしでも」との思い

で始めた「たまめし食堂」（実施主体：子ども食堂
プロジェクト＠やまと）は、地域のみんなの心と関係を   

育てる場所として存在し

ていると語った滝本圭さ

ん。 

寄付された食材や物資が使いきれなかったものをおす

そ分けするフードバンクミニ版が「たまたく」。 

衛生面で課題のある子ども 

たちを「たまには風呂でも」 

と銭湯に連れていく「たま 

ふろ」と、現場から見えて 

きた必要な活動の広がりに 

感服しました。 

朝ごはんを食べさせたい等、 

やりたいことが増えている 

とも語り、子どもたちが大きくなってからも来られる場

所でありたいと、どこまでも寄り添う姿勢に感動を覚え

ました。 

 

 みんなが笑顔になれたらとの思いで名付けた「スマ
イルダイニングHANA」（実施主体：(公社) 青少
年育成支援 大和の心）は、上和田いちょう団地で第 2、

第 4 日曜日に小学生 40 人くらいにお弁当を配布。大人

と子どもが交流する機会に 

なればと、無料チャリティ 

バザーを催したり、野菜を 

育てて保育園児に収穫体験 

させたり、スタッフとお友 

だち感覚になれたらいいな 

との思いで音楽教室やリト 

ミックを実践しているとのこと。 

 防災面も含めてつながっていきたいとの思いで、地域

の自治会の方たちの協力をいただいていますと語った 

市原信行さん。 
 

大和市内の「子ども食堂」とつながりたいとの市原さん

の希望で開催が決まった今日のセミナーは、情報交換の

場となったことは確かですが、連携の第一歩となれたの 

でしょうか。連携をコー 

ディネートするコーディ 

ネーターが必要だと思い 

ました。 

（サポーター：石川美恵子） 

 
 
  
子ども食堂の役割は？ 
 
共育セミナーに参加し学んだのは、子ども食堂の役割

には、子どもの栄養状態を良くすることに加え、①子

どもたちの居場所を作り自立を促すこと、②子どもの

家庭の問題点に気づくこと、③子どもの保護者の子育

てを支援すること、があるということです。 

1 つ目に学んだのは、子 

ども食堂では子どもたちが、 

友達同士の輪に入り人間関 

係の築き方を学べるという 

ことです。食事を通して子 

どもたちの交流を広げる子 

ども食堂ですが、食事以外 

にも、子ども達に対して畑 

での食材の収穫体験や、クリスマスのイベントを開い

ている所もあります。そういった場に新しく子どもが

入ってくると、他の年上の子どもに「新しい子が来た

から遊んであげてよ」と関わり方を教えているそうで

す。 

 2 つ目に子ども食堂は、子どもの様子から家庭の問

題に気づく場として機能している、と学びました。訪

れる子どもたちには、体を十分に洗っていない子ども

もいるそうで、運営者がそういった子どもたちに気づ

き、声をかけ大勢で地域の銭湯へ出かけることもある

そうです。また、「コロナ禍による休校措置で孤立した

子どもたちにも、弁当配布を通じて気づくことができ

た」と話す運営者の方もいました。 

3 つ目に子ども食堂は、金銭や時間、気持ちの面で保

護者を応援していることを学びました。子ども食堂に子

どもを参加させることで保護者は、低価格のお弁当で食

費を抑えたり、時間に余裕を持たせたり、親同士の繋が

りに身を置くこともできます。「一人で子育てに悩まな

くてもいい、周りを頼ってもいい」と保護者に伝えてい

る子ども食堂もあります。 
 

共育セミナーは多くの人に開いています 
 

子ども食堂の活動を知りたいと思い共育セミナーに参

加した私は、3 団体のプレゼンテーションと少人数セッ

ションで十分に話を聴くことができたと感じています。

プレゼンテーションのスライドには実際の活動の様子や

食事の写真が盛り込まれており、子ども食堂についてよ

く知らなかった私にとっても現場を想像し易かったで

す。 

また、今回は少人数セッションで、直接運営者に質問

する機会にも恵まれました。セッションでは、共育セミ

ナーでは初めて Zoom の「ブレイクアウトルーム」を

用いて 6 人で自由に雑談しました。バックグラウンド

の違いに口が重くなってしまう私ですが、大勢の前より

ためらわず質問することができました。 

総じて、共育セミナーはよ 

り多くの人たちに開かれつつ 

あるのではないでしょうか。 

参加者の背景を問わず、 

テーマについて自由に話し学 

ぶことのできる場が増えてい 

くと嬉しいです。 

（サポーター：尾畑 翼） 
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第 9５回 連続共育セミナー 

私たちの「子ども食堂」こんな活動しています!! 開催報告 

 去る６月２２日（火）の午前１０時から、市民活動センターへの参集及びＺＯＯＭ参加のハイブリット型で、共育セミナー

（第１部：子ども食堂運営団体の活動報告、第２部：グループセッション）を開催いたしました。 

 第１部では、「スマイルダイニング HANA」の市原信行さん、「わにわに食堂」の宮元純子さん、「たまめし食堂」の滝本

圭さんから、それぞれの団体の活動報告をしていただいたのち、参加者からの質問に答えていただきました。 

 第２部は、３団体を含めた参加者１３名が２グループに分かれて、ワールドカフェ方式によるグループセッション（お題

は、「子ども食堂は、誰の居場所だ？」で、意見交換を行いました。 

サポーターの視点 その１ 

サポーターの視点 その２ 

今回の共育セミナーを終えて、活動報告をしていただいた３団体の方に改めてお話を伺ったり、セミナーをふり

かえってみると市民活動センターとして、このセミナーを開催した意味を改めて考えてみました。 

 発表者や子ども食堂の運営者から、「きょうのお話を、すぐに施設内で共有しました。またこういう場を設けて欲

しいです」とか、「今は、コロナ禍でお弁当を作っている時は子どもたちに来てもらえないけれど、そうでない時に

事務所に遊びに来て、悩み事を話すのをスタッフが聞いたり、勉強を教えたりしています」という話を聞いたり、

当日の活動報告では、自治会の方々が多くかかわっているという話も聞きました。 

「子ども食堂は誰の居場所だ？」は今回のセミナーの第２部のグループセッションにおいて、意見出しをするた

めのお題としたものですが、これは子ども食堂の出発点にある理念だろうとすとんと腑に落ちたからです。子ども

食堂は、食材、場所、労力の提供を多くの方々に頼っているが故に、関わる人々すべての「居場所」になり得る。

そうなんだなあと感じました。 

 今回のセミナーを開催するにあたり、参考にしようとひらつか市民活動センター主催の「ちいき・こども食堂の

目指すこと」に参加した際に特に印象に残った子ども食堂運営者の発言がありました。 

「子ども食堂を始めようと思った私たちは、商店街の飲食店を、1 軒 1 軒回りました。食事をして、会計時に

『あの、私たち、子ども食堂というものをやりたいんですけど、食堂（ラーメン屋さん）がお休みの日に、厨房を

貸してもらえませんか？』とお願いしました」。このアナログ的な地域ローラー作戦のようなアプローチが大切なこ

とだと共鳴したのです。この共鳴は今回のセミナーによって更に深まり、子ども食堂は、関わるすべての人の居場

所になることが、継続するための大切な秘訣だと思えるようになりました。皆さん、ありがとうございました。 

（Ｆのつぶやき） 

 

子ども食堂は、みんなの居場所 

子どもたちが自分でおにぎり

を作れるように-わにわに食堂 

おにぎりをつくる 

←食事風景-たまめし食堂 

みんなで入るお風呂は楽しい！ 

畑での収穫体験 

食事風景-スマイルダイニングHANA 

 


